
公益社団法人　日本糖尿病協会  

１．重要な会計方針

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

貯蔵品・・・先入先出法に基づく原価法を採用している。

(2)固定資産の減価償却の方法

建物付属設備及び器具備品

平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定率法、平成19年4月1日以降に

取得したものついては定率法を採用している。

ソフトウェア

平成19年3月31日以前に取得したものについては旧定額法、平成19年4月1日以降に

取得したものついては定額法を採用している。

(3)引当金の計上基準

退職給付引当金

　職員の退職金の支給に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末において

発生していると認められる額を計上している。

　なお、退職給付債務の計算にあたっては、退職金規定に基づく期末自己都合要支給額を

基礎としている。

(4)消費税等の会計処理

消費税等の会計処理方法は、税込方式によっている。

(5)リース取引の処理方法

通常の賃貸借処理に係る方法に準じた会計処理を適用している。

財 務 諸 表 に 関 す る 注 記



２．特定資産の増減額及びその残高

特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

　特定資産

35,434,177 4,100,224 0 39,534,401

1,377,135 279 0 1,377,414

71,734,488 1,649,915 0 73,384,403

230,013,054 6,482 0 230,019,536

63,862,896 565,242 5,028,356 59,399,782

12,000,000 0 5,793,120 6,206,880

1,000,000 0 100,000 900,000

13,761,909 24,031,209 10,401,527 27,391,591

23,000,000 255,264,475 111,714,474 166,550,001

452,183,659 285,617,826 133,037,477 604,764,008

３．特定資産の財源等の内訳

特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

当期末残高
（うち指定正
味財産からの
充当額）

（うち一般正
味財産からの
充当額）

（うち負債に
対応する額）

　特定資産

39,534,401 0 0 39,534,401

1,377,414 1,375,886 1,528 0

73,384,403 44,849,122 28,535,281 0

230,019,536 50,000,000 180,019,536 0

59,399,782 3,664,299 55,735,483 0

6,206,880 6,206,880 0

900,000 900,000 0

27,391,591 10,567,264 16,824,327 0

166,550,001 166,550,001 0

604,764,008 284,113,452 281,116,155 39,534,401

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
（単位：円）

取得価額
減価償却累計

額
当期末残高

4,601,200 1,977,069 2,624,131

1,584,611 1,313,225 271,386

504,750 504,750 0

3,959,290 3,796,561 162,729

10,649,851 7,591,605 3,058,246

器 具 備 品

IDF-WPR ﾌ ｯ ﾄ ｹ ｱ

立 川 倶 子 賞 賞 金

研 究 運 用 資 金

IDF-WPR ﾌ ｯ ﾄ ｹ ｱ

合 計

意 匠 権

研 究 運 用 資 金

地域振興基金引当預金

立 川 倶 子 賞 賞 金

ﾌ ｪ ｲ ｽ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 寄 附 金

ソ フ ト ウ ェ ア

科 目

科 目

科 目

合 計

合 計

退 職 給 付 引 当 資 産

ｶﾞﾘｸｿﾝ賞基金引当預金

小 児 糖 糖 尿 病 基 金

退 職 給 付 引 当 資 産

ｶﾞﾘｸｿﾝ賞基金引当預金　

小 児 糖 糖 尿 病 基 金

地域振興基金引当預金

国 際 糖 尿 病 基 金

ﾌ ｪ ｲ ｽ ﾌ ﾞ ｯ ｸ 寄 附 金

国 際 糖 尿 病 基 金

建 物 付 属 設 備



５.補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。
（単位：円）

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表の
記載区分

5,968,791 15,000,000 10,401,527 10,567,264 指定正味財産

5,968,791 15,000,000 10,401,527 10,567,264 -

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

７．リース取引関係

所有権移転外ファイナンス・リース取引

8．関連当事者取引関係

公益法人会計基準にて注記が必要とされる関連当事者取引はない。

９．後発事象

公益法人会計基準にて注記が必要とされる後発事象はない。

リース資産の内容

その他固定資産：複合機

研究助成金

名称 交 付 者

目的達成による指定解除額 131,742,802

尿病財団

131,742,802合 計

(公財)鈴木万平糖

内 容 金 額

　経常収益への振替額

合 計


	「糖尿病食事療法のための食品交換表」、「糖尿病食事療法のための食品交換表活用編」、「糖尿病性腎症の食品交換表」、「糖尿病治療の手びき」を発行した。
	1－3 全国糖尿病週間の実施
	日糖協登録医が1,455名となり、登録医から療養指導医への昇格者も556名となった。また、日糖協歯科医師登録医の登録数が3,721名となった。
	1－11 日糖協CDEネットワークの構築
	糖尿病チーム医療の推進のため、全国のCDEL組織の活動の支援を行った。先行する地区の組織運営に関する情報や認定のための試験問題を収集し、希望する団体への提供を行い、申請のあった23団体に助成を行った。
	IDFが推進する糖尿病教育用「糖尿病カンバーセーション・マップTM」の普及を図る目的で、体験編と実践編に分けたトレーニングを全国10ヶ所（京都・愛知・石川・大阪・東京・福岡・岡山・佐賀・北海道・宮城）で開催した。
	1－13 新しい糖尿病運動療法ブルーエクササイズの普及
	ブルーエクササイズの普及に向けた効果検証を行った。また、糖尿病シンポジウムなどのイベント時にデモンストレーションを実施し、約1500名の参加者が体験した。
	4－3 AASD
	各地のCDEL組織23ｶ所に補助金を支出、認定試験問題や規約類の提供などを通じて支援を行った。
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